
2003年度 委員会活動成果報告 
（2004年 3月 31日作成） 

委員会名 サステナブル・ビルディング小委員会 主 査 名：野城 智也 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

地球環境委員会 委員長名：仙田 満 

設 置 期 間     2003年 4月   ～ 2005年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

1998年にまとめた「サステナブル・ビルディング普及のための提言」は、サステ
ナブル・ビルディングの概念が新しかった時代に日本の視座に立って起草したも

のであった。その後の５年間のうちにこの概念が急速に広がり、実例も増えてき

た一方で、時代の移り変わりとともに提言内容を一部見直した方がよいと考えら

れる。本委員会では、サステナブル・ビルディングを普及することを目的に、提

言の改訂版を作成するとともに、ISO規格化への参画関与や海外組織・研究者と
のネットワーク醸成により、海外への情報発信を行なう。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

野城智也（東大生研）、村上周三（慶応義塾大学）、岩村和夫（武蔵工業大学）、吉田倬郎

（工学院大学）、伊香賀俊治（日建設計）、安藤尚一（国土交通省）、三田彰（慶応義塾大

学）、田中俊彦（東京電力）、森川泰成（大成建設）、中江哲（鹿島建設）、三井所清史（岩

村アトリエ）、大岡龍三（東大生研）、田村雅紀（東京都立大学）、平野智子（東大生研）、
武政祐一（鹿島技術研究所） 

設置WG 
（WG名：目的） なし 

2003年度予算     85,000円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

4月 24日（10名）、5月 28日（10名）、7月 8日（9名）、8月 26日（9名）、10
月 8日（9名）、11月 17日（9名）、1月 13日（8名）、2月 23日（6名）の 8回
実施。 

（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 

得られた成果 

・ 委員会におけるディスカッションにより、「サステナブル・ビルディング普

及のための提言」改定案の内容を審議した。 
・ 過去の 5年間にサステナブル・ビルディングを取り巻く状況の変化をマトリ
ックスの形で整理した。 
・ 造り方、使い方・住まい方、根付かせ方に分けて、具体的な改定案を審議、

改定への方向性を得た。 
・ ＩＳＯ規格化（サステナブル・ビルディング）への参画を実施した。 

（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

・ 「サステナブル・ビルディング普及のための提言」改定については、少し遅

れ気味であるが、夏期までにはドラフトを作成し、2004 年度には改訂版を
発行する予定である。 

 

その他評価すべき 
事項 

 

 


